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(57)【要約】
【課題】本発明は、電子通信領域に関し、２つの外付け
デバイスを接続してデータ交換を行うOTGコントローラ
を含むUSB装置を公開する。
【解決手段】USB装置は、第1外付けデバイスの挿着に用
いる第1プラグと、第2外付けデバイスの挿着に用いる第
2プラグと、第1プラグと第2プラグの接続状態を制御し
、OTGコントローラによりデータ処理を行う切換装置と
、を含み、OTGコントローラは、それぞれ第1プラグ、第
2プラグと接続する。切換装置の作業状態を切り替えて
、移動デバイスとの間のデータ接続、またはコンピュー
タと移動デバイスの接続、または電源コードとして移動
デバイスまたは電池への充電を実現することで、USB装
置の通用性と携帯性を高める。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
２つの外付けデバイスを接続してデータを交換するOTGコントローラと、第1外付けデバイ
スの挿着に用いる第1プラグと、第2外付けデバイスの挿着に用いる第2プラグと、を含み
、OTGコントローラはそれぞれ第1プラグ、第2プラグと接続するUSB装置において、第1プ
ラグと第2プラグの接続状態を制御し、OTGコントローラによりデータ処理を行う切換装置
を更に含む、ことを特徴とするUSB装置。
【請求項２】
前記OTGコントローラは、それぞれ第1データ線、第2データ線により第1プラグ、第2プラ
グと接続し、前記OTGコントローラには第1プラグと第2プラグを密閉して挿着する挿着部
が設けられ、該挿着部は挿着溝と密閉パッドとを含む、ことを特徴とする請求項1に記載
のUSB装置。
【請求項３】
前記挿着部は延伸アームを更に含み、第1プラグ、第2プラグには延伸アームに係合する係
合孔が設けられている、ことを特徴とする請求項2に記載のUSB装置。
【請求項４】
第1データ線、第2データ線は係合構造であり、第1データ線と第2データ線は係合、分離さ
れる、ことを特徴とする請求項2に記載のUSB装置。
【請求項５】
前記係合構造はファスナー式係合構造で、ファスナー式係合構造は、第1データ線、第2デ
ータに設けられている複数の噛合部と、第1データ線と第2データ線を被覆して噛合部を噛
合または分離させる噛合器と、を含む、ことを特徴とする請求項4に記載のUSB装置。
【請求項６】
第1プラグには凸部が設けられ、第2プラグには凸部に摺動して嵌め込まれるシュートが設
けられている、ことを特徴とする請求項2に記載のUSB装置。
【請求項７】
前記切換装置は、第1プラグにおける凸部の片側、第1プラグと第2プラグが係合する係合
面上に設けられており、前記切換装置の周縁には防水パッドが設けられ、該防水パッドは
第2プラグの凹部片側の係合面上に密着されている、ことを特徴とする請求項6に記載のUS
B装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は電子通信領域に関し、更に具体的は複数の機能を有するUSB装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
ユニバーサル・シリアル・バス(Universal Service Bus、略称USB)は、最初はインテル、
マイクロソフト、Compad、IBM、NEC等のいくつかの大きいメーカーが提唱したデータ伝送
バスである。その最大の特徴として、ホットプラグ(Hotplud)とプラグ・アンド・プレイ(
Plug & Play)をサポートするため、ＰＣＩバスとＩＳＡバスの使用より非常に便利である
。USBの標準規定により、USB デバイスはUSBホスト(HOST)とUSBスレーブ(SLAVE)により分
けられており、USBホストは、例えばパソコンで、USBスレーブは、例えばハードディスク
装置、ＰＤＡ、デジタルカメラ、プリンタ、USBメモリなどである。1台のUSBホストと1台
のUSBスレーブが接続する場合のみに、データ伝送が実現され、ここで、個人のパソコン
がホストになり、個人のパソコンに接続される装置がスレーブになる。
【０００３】
USBの技術の発展により、PCと周辺機器が簡単な方式、適切な製造コストでいろんなデー
タ通信速度のデバイスを共に接続することができる。上記の場合には、USBを通じて個人
のパソコンに接続し、かつ個人のパソコンの制御によって、データの交換を行っている。
しかし、このような便利な交換手段は、一旦、個人のパソコンから離れると、各デバイス
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の間がUSBポートを利用して操作することができないため、個人のパソコンのようなホス
ト（Host）になるデバイスがなかった。
【０００４】
OTG（USB On-The-Go）コントローラは、ホスト（Host）を有しない状態で、デバイスとの
間からのデータ伝送を実現する。例えば、デジタルカメラが直接プリンタに接続する時、
OTGコントローラを通じて、2台のデバイスの間のUSBポートを接続して、撮影された写真
を即時に印刷することができる。同じく、デジタルカメラ内のデータに関して、OTGコン
トローラを通じてUSBインタフェースのUSBメモリ、SDカードに送信することができ、野外
または戸外で操作する時は、ノートパソコンを携帯する必要がない。
【０００５】
通常のUSBはホストに基づいてデータを伝送する機能を有する以外に、ホストまたは外付
け電源を通じて携帯式デバイスを充電する機能を更に有する。OTGコントローラのUSBが電
源コードとしての機能を有さず、携帯式デバイスが外付け電源からの充電を必要とする時
、該USBを使用することができないため、電源コードの交換が必要であり、操作が面倒に
なる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明はOTGコントローラを有するUSBが充電に必要なコードとしての役割を果たさない技
術問題を解決しようとする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記の問題点を解決するため、本発明は充電コードとしての機能とOTG機能を有するUSB装
置を提供する。
【０００８】
USB装置は、２つの外付けデバイスを接続してデータ交換を行うOTGコントローラと、第1
外付けデバイスの挿着に用いる第1プラグと、第2外付けデバイスの挿着に用いる第2プラ
グと、を含む。OTGコントローラはそれぞれ第1プラグ、第2プラグと接続しており、USB装
置は、第1プラグと第2プラグの接続状態を制御し、OTGコントローラによりデータ処理を
行う切換装置を更に含む。本発明における、用語"プラグ"とは挿着方式で２つの装置を接
続する各種のインタフェースである。例えば、１つの実施例で、前記第1プラグはUBSイン
タフェースで、前記第2プラグはSDカードのカード読み取り器である。他の実施例で、前
記第1プラグはSDカードのカード読み取り器で、前記第1プラグはUBSインタフェースであ
る。
【０００９】
更に、前記OTGコントローラは、第1プラグ、第2プラグとそれぞれ第1データ線、第2デー
タ線を通じて接続し、前記OTGコントローラ上には第1プラグと第2プラグを密閉して挿着
するための挿着部が設けられている。該挿着部は、挿着溝と密閉パッドを含み、前記挿着
部は延伸アームを含み、第1プラグ、第2プラグには延伸アームに係合する係合孔が設けら
れて、挿着の密閉性を更に高めることができる。
【００１０】
更に、第1データ線、第2データ線は、相互に係合、分離可能な係合式構造であり、好まし
くは、ファスナー式係合構造である。ファスナー式係合構造は、第1データ線、第2データ
に設けられている多数の噛合部、第1データ線と第2データ線を覆って、噛合部を噛合わせ
または分離させる噛合器を含む。
【００１１】
更に、第1プラグには凸部が設けられ、第2プラグには凸部が摺動して嵌め込まれるシュー
トが設けられている。切換装置の防水性を改善するため、前記切換装置は第1プラグの凸
部の片側、第1プラグと第2プラグが係合する係合面に設けられている。前記切換装置の周
縁には防水パッドが設けられ、該防水パッドは第2プラグの凹部片側の係合面に密着する
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。
【００１２】
本発明の内部における切換装置の作業状態を切り替えることで、移動デバイスとの間のデ
ータの接続、またはコンピュータと移動デバイスの接続、または電源コードとして移動デ
バイスまたは電池への充電を実現するための、USB装置の通用性と携帯性を提供する。第1
プラグ、第2プラグと挿着部の挿着構造は、第1プラグ、第2プラグに水が入って短絡され
るのを防ぐことができる。第1プラグの凸部と第2プラグの凹部の嵌込み構造は、第1プラ
グと第2プラグが一致するように保証し、更に挿着部の防水密閉性を高める。第1データ線
と第2データ線の係合構造はデバイスの接続と全体装置の収納に便利である。第1プラグの
係合面に設けられている切換装置において、該切換装置に水が入って短絡されるのを防ぐ
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図1は、USB装置の立体図である。
【図２】図2は、図1のA方向から示される図である。
【図３】図3は、USB装置のコントローラ一端の立体図である。
【図４】図4は、第1プラグの立体図である。
【図５】図5は、第2プラグの立体図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
図１～図5に示されたようにUSB装置は、２つの外付けデバイスを接続してデータ交換を行
うOTGコントローラ10と、第1外付けデバイスの挿着に用いる第1プラグ20と、第2外付けデ
バイスの挿着に用いる第2プラグ30とを含む。OTGコントローラ10は、第1プラグ20、第2プ
ラグ30とそれぞれ接続し、第1プラグ20、第2プラグ30によりそれぞれ第1外付けデバイス
、第2外付けデバイスと接続する。USB装置は、第1プラグ20と第2プラグ30の接続を制御し
、OTGコントローラ10によりデータ処理を行う切換装置40を更に含む。切換装置40は2種類
の作業状態を有し、第1作業状態に位置する時、該USB装置のOTGコントローラが接続され
てOTG機能を有し、ホスト（Host）を有しない状態で、デバイスとの間でのデータ伝送が
実現されており、第2作業状態に位置する時、OTGコントローラは第1プラグ20、第2プラグ
30に接続されるデータに対して処理を行うことなく、USB装置はUSB延長線で、ホスト（Ho
st）を有する状態で、ホストと移動デバイス（または記憶器）との接続及びデータ伝送を
実現し、または電源コードとして、ホストまたは電源により電力を供給して、移動デバイ
スの電池を充電する。本装置と対応デバイスの接続性を改善するため、本実施例における
第1プラグ20、第2プラグ30はそれぞれ第1データ線21、第2データ線31を通じてOTGコント
ローラ10と接続し、柔軟性の第1データ線21と第2データ線31は第1プラグ20と第2プラグ30
を更に便利に対応デバイスに接続させるようにする。装置の収納を便利にさせるため、第
1データ線21と第2データ線31は平行して設けられ、かつ互いに係合される。本装置を使用
しない時、第1データ線21と第2データ線31が係合することで、外観ではケーブル状になり
、長さが半分に減って、収納が便利になる。装置を使用する時、第1データ線21と第2デー
タ線31の係合を解消することにより、第1データ線21と第2データ線31が分離され、本装置
の長さが比較的長くなって、相応のデバイスとの接続が便利になる。第1データ線21と第2
データ線31はファスナー式係合を採択することもでき、第1データ線21上に係合溝が設置
されることで、第2データ線31が第2データ線の係合溝に嵌め込まれる形式を採択すること
も可能である。
【００１５】
１つの実施例で、具体的にはファスナー式係合方式を採択し、第1データ線21、第2データ
線31には多数の噛合部51が設置され、多数の噛合部51は、第1データ線21と第2データ線31
上に設けられている噛合器52により係合と分離が実現される。
【００１６】
本装置の優れた携帯性は、幅広くいろんな環境で用いることができ、特に旅行、外出など
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第2プラグ30に水が容易に入って短絡する事態が起こらないように、本装置には防水構造
が設けられている。該防水構造において、OTGコントローラ10には第1プラグ20と第2プラ
グ30の挿着に用いる挿着部が設けられており、挿着部は挿着溝２2、挿着溝32、密閉パッ
ド60を含む。第1プラグ20と第2プラグ30は挿着溝２2、挿着溝32内に挿着され、密閉パッ
ド60は外部を隔離して密封する。挿着溝２2の上部、挿着溝32の下部に設けられている延
伸アーム23、延伸アーム33は、第1プラグ20、第2プラグ30上の係合孔24、係合孔34内に嵌
め込まれることで、挿着安定性が更に高くなる。第1プラグ20と第2プラグ30にはそれぞれ
凸部25とシュート35が設けられ、凸部25はシュート35内に挿着され、これにより、第1プ
ラグ20と第2プラグ30が係合して固定される。挿着に適切な構造を選択するため、第1プラ
グ20、第2プラグ30が挿着溝２2、挿着溝32と挿着する際に、更なる密閉性を有するように
保証する。本発明は好ましく、切換装置40は第1プラグと第2プラグとの係合面26上に設け
られ、かつ切換装置40の周縁には防水パッド70が設けられている。凸部25がシュート35に
挿着される時、第2プラグの係合面は切換装置を密封することで、切換装置40の密閉を果
たすことができる。
【００１７】
次に本装置の使用方法に関して例を挙げて説明する。
A、スマートフォンとUSBメモリがデータ接続される場合、噛合器52をOTGコントローラ10
の一端に移動して、第1データ線21と第2データ線31を分離させることで、第1プラグ20と
第2プラグ30が対向して摺動し、凸部25が凹部35から離脱して、第1プラグ20と第2プラグ3
0を分離させ、かつ切換装置40をSDカードアイコン付きのB箇所に移動させる。これにより
、第1プラグ20がUSBメモリに優先して挿着し、第2プラグ30がスマートフォンポートに挿
着することで、スマートフォンとUSBメモリのデータ接続を実現することができる。
【００１８】
B、ノートパソコンとスマートフォンがデータ接続される場合、噛合器52をOTGコントロー
ラ10の一端に移動して、第1データ線21と第1データ線31を分離させることで、第1プラグ2
0と第2プラグ30が対向して摺動し、凸部25が凹部35から離脱して、第1プラグ20と第2プラ
グ30を分離させ、かつ切換装置40を雷アイコン付きのC箇所に移動させる。これにより、
第1プラグ20がスマートフォンに挿着し、第2プラグ30がスマートフォンのポートに挿着す
ることで、ノートパソコンとスマートフォンのデータ接続を実現することができる。
【００１９】
C、電源コードとしてスマートフォンを充電する場合、噛合器52をOTGコントローラ10の一
端に移動して、第1データ線21と第2データの線31を分離させることで、第1プラグ20と第2
プラグ30が対向して摺動し、凸部25が凹部35から離脱して、第1プラグ20と第2プラグ30を
分離させ、かつ切換装置40を雷アイコン付きのC箇所に移動させる。これにより、第1プラ
グ20が電源ポートに挿着し、第2プラグ30がスマートフォンのポートに挿着することで、
電源のスマートフォンに対する充電を実現することができる。
【００２０】
D、装置を収納する場合、第1プラグ20と第2プラグ30が対向して摺動させることで、凸部2
5が凹部35内に嵌め込まれて第1プラグ20と第2プラグ30を係合する。噛合器52を第1プラグ
20と第2プラグ30の一端に摺動させることで、第1データ線21と第2データ線31が１つに噛
合い、最後に第1プラグ20、第2プラグ30を挿着部内に挿入する。
【００２１】
以上は具体的な実施例を用いて本発明に対して詳細に説明したものであり、本発明はこれ
らの説明に制限されない。本発明における当業者は、本発明の思想から離れない状態での
簡単な修正または置換は、本発明の保護範囲内に属すると解釈すべきである。
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【図２】

【図３】
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【図４】
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【図５】
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